
バックアイカメラ

取り付けおよび接続を行う前に、必ずこの説明書をよくお読みのうえ、正しく作業を行ってください。
指定以外の取付方法や指定以外の部品を使用すると、事故やケガの原因となる場合があります。
本機の取り付けには、専門技術と経験が必要です。お買い上げの販売店での取り付けをお薦めします。
「取付説明書」をお読みになったあとは、いつでも見られるところに必ず保管してください。
販売店様へ
取り付け、接続作業が完了しましたら、この取付説明書をお客様へお渡しください。
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構成部品構成部品 作業前に構成部品が揃っているか確認してください作業前に構成部品が揃っているか確認してください。。

－２－

配線用部品

コードレール

×７

11

防水クッション

×１

15

バンドクランプ

×5

12 クランプ

×１０

13 ハーネス固定テープ

×4

14

※ バックアイカメラ
×１

1 クリーナー
×１

2 ブラケット
×１

3 小ねじ
（M3×6）×2

4

バックアイカメラ関係

※バックアイカメラコードは、取付作業性を考慮し、4Pコネクタ（オス-メス）でジョイントされています。

両面テープ

（予備）×1

5 変換ボックス

×１

6

スイッチ

×1

9 ショートコネクタ

×１

10

両面テープ

（変換ボックス用）×１

7 接続コード

×１

8



－３－

この取付説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、お客様や他の人々への危害
や財産への損害を未然に防止するために、以下の表示をしています。その表示と内容をよく理解してから本
文をお読みください。

この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が死亡または重傷を負う可
能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱をすると、人が傷害を負う可能性が想定
される内容および物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。

安全に正しくお使いいただくために安全に正しくお使いいただくために

本機取り付けのために必ず守っていただきたいことや、知っておくと便利なことを下記の表示で記載してい
ます。

本機の故障や破損を防ぐために守っていただきたいこと
知っておくと便利なこと、知っておいていただきたいこと

アドバイス

●本機を分解したり、改造しない。事故、火災、感電
の原因となります。

●ヒューズを交換するときは、必ず規定容量（アンペ
ア数）のヒューズを使用する。規定容量を越えるヒ
ューズを使用すると、火災の原因となります。

●万一、異物が入った、水がかかった、煙りが出る、
変な匂いがするなどの異常が起きた場合は、直ちに
使用を中止し、必ずお買い上げの販売店に相談する。
そのまま使用すると事故、火災、感電の原因となり
ます。

●視界や運転の妨げになる場所へは取り付けないでく
ださい。交通事故の原因となります。

●ドリル等で穴あけ作業をする場合は、ゴーグル等の目
を保護するものを使用する。破片などが目に入ったり
して怪我や失明の原因となります。

●他社モニターと本機を組み合わせる場合は、他社接続
機器メーカーが指示している警告・注意事項等を厳守
してください。正常に動作しなかったり、事故の原因
となります。

●本機はDC12V アース車専用です。大型トラック

や寒冷地仕様のディーゼル車などの24V車での使用
はしない。火災の原因となります。

●本機を、前方の視界を妨げる場所や、ステアリング、
シフトレバー、ブレーキペダルなどの運転操作を妨
げる場所など運転に支障をきたす場所、同乗者に危
険を及ぼす場所などには絶対に取り付けしない。交
通事故や怪我の原因となります。

●車体に穴をあけて取り付ける場合は、パイプ類、タ
ンク、電気配線などの位置を確認の上、これらと干
渉や接触することがないよう注意して行う。火災の
原因となります。

●車体のボルトやナットを使用して機器の取り付けや
アースを取る場合は、ステアリング、ブレーキ系統
やタンクなどの保安部品のボルト、ナットは絶対に
使用しない。これらを使用しますと、制動不能や発
火、事故の原因となります。

●取り付け作業前には、必ずバッテリーのマイナス

端子をはずす。プラス とマイナス 経路のショ

ートによる感電や怪我の原因となります。

●コード類は、運転操作の妨げとならないよう、テー
プ等でまとめておく。ステアリングやシフトレバー、
ブレーキペダルなどに巻きつくと事故の原因となり
危険です。



－４－

●コードが金属部に触れないように配線してください。
金属部に接触しコードが破損して火災、感電の原因
となることがあります。

●コード類の配線は、高温部を避けて行ってください。
コード類が車体の高温部に接触すると被覆が溶けて
ショートし、火災、感電の原因となることがありま
す。

●本機の取り付け場所変更時は安全のため必ずお買い
上げの販売店へ依頼してください。取り外し、取り
付けには専門技術が必要です。

●本機を車載用として以外は使用しないでください。
感電や怪我の原因となることがあります。

●本機は、車庫入れや縦列駐車の際に後退運転の参考
となる車両後方確認が目的です。イタズラ等その他
の目的では、使用しないでください。

●必ず周囲の安全を確認してから後退運転を行ってく
ださい。

●本機の取付・配線には、専門技術と経験が必要です。
安全のため必ずお買い上げの販売店に依頼してくだ
さい。誤った配線をした場合、車に重大な支障をき
たす場合があります。

●必ず付属の部品を指定通り使用してください。指定
以外の部品を使用すると、機器内部の部品を損傷し
たり、しっかりと固定できずに外れることがあり危
険です。

●しっかりと固定できないところや振動の多いところ
などへの取り付けは避けてください。外れて運転の
妨げとなり交通事故や怪我の原因となることがあり
ます。

●取付説明書で指定された通りに接続してください。
正規の接続を行わないと、火災や事故の原因となる
ことがあります。

●車体のねじ部分、シートレール等の可動部にコード
類をはさみ込まないように配線してください。断線
やショートにより、事故や感電、火災の原因となる
ことがあります。



取り付け概要図取り付け概要図

バックアイカメラコード

－５－

バックアイカメラ１

● 弊社製メインユニットと組み合わせる場合

バックアイカメラコード

バックアイカメラ１

スイッチ9

変換ボックス6

● 他社モニターと組み合わせる場合

ピンコード（別売）



バックアイカメラの取り付けバックアイカメラの取り付け
取り付け上のご注意

●バックドア開閉時にバックアイカメラ及び
コードが車両と干渉しないようにあらかじめ
取付位置を確認してください。
●両面テープのハクリ紙は、はがさないでくだ
さい。

アドバイス

－６－

●コード類は、運転操作の妨げとならないよう、テープ等でまとめておく。ステアリングや
シフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと事故の原因となり危険です。

●バックアイカメラのブラケットは、取付面が全面接着するように貼り付けてください。接
着面積が少ないと走行中はがれる危険性があります。
●バックアイカメラ及びカメラコードが、バックドア開閉時に車両と干渉しないように取り
付けてください。
●視界や運転の妨げになる場所へは取り付けないでください。交通事故の原因になります。

ー取り付ける前にー
●湿気が多い時は、室外での取り付けはしないでください。
（粘着力が弱くなり、走行中にはがれる危険性があります。）
●必ず組み合わせるメインユニット側の取付説明書もよくお確かめの上、取り付けてください。

ー取り付け・取り扱い上の注意ー
●バックアイカメラ及びカメラコードをアルコール、ベンジン、シンナー、ガソリン等揮発性のもの
でふかないでください。（変質したりすることがあります。）
●バックアイカメラを取り付けた状態で洗車をする際は、車室内への水の侵入を防ぐために配線部へ
の直接放水は避けてください。

ー取り付け後ー
●走行してもさしつかえありませんが、２４時間は絶対に水をかけたり、雨にあてたり、引っ張る等
無理な力を加えないで自然放置してください。
●気温が低い（２０℃以下）と両面テープの粘着力が弱まります。ドライヤー等を使用し、粘着面を
暖めてから貼り付けてください。

アドバイス

車両前

バックアイカメラ１

干渉しないことを確認

車両前

バックドア



－７－

バックアイカメラの取付位置を決める。１

バックアイカメラの取付位置を決める際、以下
の事項に注意してください。
●バックアイカメラをテープ等で仮止めし、
角度を調節して（１６ページ参照）車両後端
が確認できる位置に取り付けてください。
一度取り付けると両面テープの接着力が弱く
なります。
●バックアイカメラは、ハイマウントランプの光
がカメラレンズに入らない位置に取り付けて
ください。

アドバイス

ーリヤスポイラー吊り下げ取り付け（例）ー

ーバックドア垂直取り付け（例）ー

バックアイカメラ１

車両前

バックアイカメラ１

車両前



バックアイカメラの取り付け位置によりブラケッ
トの取り付ける方向が異なります。
ブラケットに“A”および“B”の刻印がありま
すので、取り付け例の図に指示されている方向に
したがって取り付けてください。

２

－８－

－リヤスポイラーに吊り下げて取り付ける場合（例）－

－ブラケットの取り付け方向について－

刻印“B”
刻印“A”

ブラケットを貼り付ける部分の汚れ、水分、油分
等を付属のクリーナ（布）できれいにふき取る。

３

ブラケットの両面テープのハクリ紙をはがし、リ
ヤスポイラーの平らな面へ取り付ける。

４

車両前

刻印“A”側 刻印“B”側

－リヤスポイラーに吊り下げて取り付ける場合（例）－

バックアイカメラをブラケットに取り付ける。５

バックアイカメラ１

車両前

〔ＥＣＬＩＰＳＥ〕印刷面が上になるように取り
付けてください。

アドバイス

●貼り付けた後は、確実に密着するようブラケ
ットを十分押し付けてください。
●気温が低い（２０℃以下）と両面テープの粘
着力が弱まります。ドライヤー等を使用し、
粘着面を暖めてから貼り付けてください。

アドバイス

ブラケット３

ブラケット３

ブラケット３

小ネジ×24



－９－

－リヤスポイラーに吊り下げて取り付ける場合（例）－

バックアイカメラコードをコードレール及びクラ
ンプで固定しながらバックドア内側まで引き込む。

６

車両前

バックアイカメラ１

コードレール11

コードレール11

クランプ13

●コードレールは、適当な長さに切って使用し
てください。

●以降の作業は1０ページ“ ”からを参照

ください。

11

アドバイス

－バックドア垂直面に取り付ける場合（例）－

車両前

ブラケットを貼り付ける部分の汚れ、水分、油分
等を付属のクリーナ（布）できれいにふき取る。

7

ブラケットの両面テープのハクリ紙をはがし、バ
ックドア垂直面の平らな面へ取り付ける。

8

●貼り付けた後は、確実に密着するようブラケ
ットを十分押し付けてください。
●気温が低い（２０℃以下）と両面テープの粘
着力が弱まります。ドライヤー等を使用し、
粘着面を暖めてから貼り付けてください。

アドバイス

－バックドア垂直面に取り付ける場合（例）－

バックアイカメラをブラケットに取り付ける。9

バックアイカメラ１

車両前

〔ＥＣＬＩＰＳＥ〕印刷面が上になるように取り
付けてください。

アドバイス

刻印“B”側 刻印“A”側

ブラケット３

ブラケット３

小ネジ×24



－１０－

－バックドア垂直面に取り付ける場合（例）－

バックアイカメラコードをコードレールで固定し
ながらバックドア内側まで引き込む。

10

車両前

コードレールは、適当な長さに切って使用して
ください。

アドバイス

バックアイカメラ１

コードレール11

バックアイカメラコードをコードレール、バンド
クランプ及びクランプで固定しながら配線する。

11

車両前

コードレールは、適当な長さに切って使用して
ください。

アドバイス

コードレール11

クランプ13

車両前
バンドクランプ12

防水クッション15 車両前

ウェザー
ストリップ

バックアイカメラコードを防水クッションのスリ
ット部に挿入する。

12

防水クッションをウェザーストリップに巻き付け
るように取り付ける。

13

●バックドアを開閉したとき、バックアイカメ
ラコードが引っ張られたり、クランプおよび
バンドクランプが外れないことを確認してく
ださい。
●雨水等の侵入を防ぐためトランク部分のコー
ド引き回しには十分注意してください。

クランプ13



－１１－

バックアイカメラコードをハーネス固定テープで
固定しながら配線する。

14

カメラコードを引き込むためにラゲージフィニッ
シュプレートをカットする。

15

バックアイカメラコードをメインユニット取付位
置まで配線する。

16

異音防止のためバックアイカメラコードのジョイ
ント部（コネクタ部）にハーネス固定テープを巻
き付ける。

17

車両前

ラゲージフィニッシュプレート切り欠き位置裏
側にリブ等が無いことを確認してください。

アドバイス

ハーネス固定テープ14

ハーネス固定テープ14

バックアイ
カメラコード

カメラコード

ラゲージフィニッシュ
プレート

3mm
3mm

裏側にリブ等が無い位置
雨水等の侵入を防ぐためトランク部分のコード引き
回しには十分注意してください。



－１２－

変換ボックスおよびスイッチの取り付け変換ボックスおよびスイッチの取り付け
変換ボックス裏面に両面テープを貼り付ける。１

変換ボックスを助手席足元のカーペット下のフロ
ア部分に取り付ける。

2

変換ボックスのアースコードをボディーアースの
とれる金属部分へ取り付ける。

3

アースポイント

両面テープ7

変換ボックス6

変換ボックス6

スイッチをクラスターパネルの右横等、操作性の
良い位置に取り付ける。

4

車両前

スイッチ9

貼り付ける前に貼付位置表面の汚れ、水分、油
分を十分にふき取ってください。

アドバイス

運転操作の妨げになるような場所には取り付けない
でください。



－１３－

スイッチコードをクランプで固定しながら変換ボ
ックス取付位置まで配線する。

5

車両前

スイッチ9

クランプ13

コードを配線する際は、運転操作の妨げにならない
ように配線してください。



取り付け上のご注意

●車のリバース用コードの取り出し位置は、車種やグレードにより異なります。詳しくは車のお買い
上げ店や最寄りのディーラーにお問い合わせください。
（作業工賃はお客様にご負担いただく場合があります。）
●リバース用コードは、組み合わせるメインユニットに付属されている接続コード（車速パルス用信
号・パーキングブレーキ用コード・リバース用コード）です。メインユニット側の取付説明書もよ
くお確かめの上リバース用コードに接続してください。
●他社モニターと組み合わせて使用する場合は、この作業は不要です。

アドバイス

●車のリバースコードを充分確認してから接続してください。コードを間違えると車両事
故や故障の原因となります。

●コード類は、運転操作の妨げとならないよう、テープ等でまとめておく。ステアリング
やシフトレバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと事故の原因となり危険です。

リバース用コードの取り付けリバース用コードの取り付け

ショートコネクタ取付位置

リバース用コード

リバースランプ

リバース用コード

メインユニットに付属のリバース用コード（緑色）
を車のリバース用コードへショートコネクタを使
用して接続する。

１

リバース用コードをメインユニット取付位置まで
配線する。

２

－１４－



－ショートコネクタ使用方法－

リバース用コード（緑色）と車のコードをショー
トコネクタに挿入する。

１

ショートコネクタのターミナル（金属部）をプラ
イヤー等で押し込む。

２
車のコード

リバース用コード（緑）

ショートコネクタ

ショートコネクタのふたをかぶせプライヤやペン
チ等でロックがかかるまではさみ込む。

３
ロックする

ショートコネクタ

－１５－



バックアイカメラを映し出す際は、車が動かないようサイドブレーキを引き、輪止めを必ず
行ってください。思わぬ事故の原因となります。

カメラ角度調整についてカメラ角度調整について

バックアイカメラコードをメインユニットに接続
後、バッテリーにケーブルを接続する。

１

シフトをＲレンジにし、車両後方映像を表示させ
る。

２

車両後端部（リアガラス、リアドア、リアバンパ
ー等）が図のようにメインユニットの画面下に表
示されるよう調整ねじを緩め、カメラの角度を調
整する。

３

角度調整後、調整ねじをしっかりと締め付ける。
この際、ブラケットの調整ねじの位置はブラケッ
ト長穴のどちらかの端になる位置で固定してくだ
さい。

4
バックアイカメラ１

小ねじ（調整ねじ）4

－１６－

車両後端

●バックアイカメラの角度調整の際、コードが
突っ張らないように注意してください。
●調整ねじは時々点検し、緩みがある場合は増
し締めをしてください。

アドバイス



システム接続例システム接続例

10P

6P

バックアイカメラ１ 1P

13P

5P

ラジオアンテナ延長コード
（メインユニットに付属）

黄 赤
橙/白

青
青/白

紫/白

赤/白

E5502CDC
(別売）

接続コード
（E5502CDCに付属）

接続コード
（E5502CDCに付属）

13P

2P

黄

ボディアース

VIDEO映像出力

ボディアース

ACC電源
照明用電源

オートアンテナ用電源
システムコントロール電源

リア
スピーカ

フロント
スピーカ

黒

●メインユニットに接続する前に各ユニットの取り付け及び配線を行ってください。
●機種によりメインユニットの背面端子が異なります。必ず、接続するメインユニットの取付説明書
を参照ください。

アドバイス

緑

FRONT
REAR
NONFADER

システム
コントロール電源青/白

5P

6P

●電源コードの被覆を切って、他の機器の電源を取ることは絶対に止める。電源コードの電流容量
がオーバーし、火災、感電の原因となります。
●コード類は、運転操作の妨げとならないよう、テープ等でまとめておく。ステアリングやシフト
レバー、ブレーキペダルなどに巻き付くと事故の原因となり危険です。

パーキングブレーキ用
コードへ

リバース用コードへ

（ １４ページ）

車速パルス信号へ

接続コード
（メインユニットに付属）

接続コード
（メインユニット
に付属）

接続コード
（メインユニットに付属）

アンテナセレクタ
（メインユニットに付属）

4P

GPSアンテナ
（メインユニットに付属）

TVアンテナコード
（メインユニットに付属）

VICSアンテナ
（別売）TVフィルムアンテナ

（メインユニットに付属）

TVフィルムアンテナ
（メインユニットに付属）

メインユニット

－１７－

■ ECLIPSEメインユニットと組み合わせる場合



4P

6P

ボディアース

ピンコード（別売）

他社モニター

黒

赤

緑

※1他社モニターの
リバース信号コードへ接続

ACC電源

4P

－１８－

■ 他社モニターと組み合わせる場合

バックアイカメラ１

接続コード8

スイッチ9

●他社モニターにリバース用信号コードがある場合のみ付属のショートコネクタを使用して、他社モ
ニターのリバース信号コードに接続してください。
その際、リバース信号コードは車両のリバース信号には接続しないでください。
●他社モニターにリバース用信号コードがない場合は接続しません。コードの先端にテープを巻いて
絶縁処理をしてください。

アドバイス

他社モニターと本機を組み合わせる場合は、他社接続機器メーカが指示している警告・注意事項等を
厳守してください。正常に動作しなかったり、事故の原因となります。



バックカメラの映像をモニターに表示させる要領は、当社製メインユニットと組み合わせる場合はメインユ
ニットの取扱説明書を参照してください。
また、他社モニターと組み合わせる場合は以下の要領で表示させてください。

バックカメラの映像についてバックカメラの映像について

■変換ボックスのリバース端子と他社モニターのリバース端子を接続している場合

本機に付属のスイッチを押すとモニターにバックカメラの映像が表示されます。１

再度スイッチを押すと画面が元に戻ります。２

■ 変換ボックスのリバース端子と他社モニターのリバース端子を接続していない場合

スイッチを押します。１

再度スイッチを押すとバックカメラがOFFになります。３

モニターの映像モードを元に戻します。（組み合わせるモニターの説明書を参照してください。）４

モニターをバックカメラを接続している映像モード（ビデオ等）に切り替えるとバックカメラの映像
が表示されます。（組み合わせるモニターの説明書を参照してください。）

２

スイッチを押してバックモニター画面の状態で
も5分後には自動的に元の画面に戻ります。

アドバイス

スイッチを押してバックモニター画面の状態で
も5分後には自動的に元の画面に戻ります。

アドバイス

－１９－



－２０－
090003-2697A700
0307DE（K)


